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【 請 求 項 ７ 】

外 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て デ ー タ を 出 力 す る 半 導 体 記 憶 装 置 で あ っ て 、
供 給 さ れ た 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 分 周 し 、 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 発 生 さ せ る 第 １ の
分 周 器 と 、
前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 遅 延 さ せ る 遅 延 回 路 と 、
前 記 遅 延 回 路 か ら 供 給 さ れ た 信 号 を 分 周 し 、 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 発 生 さ せ る 第 ２ の
分 周 器 と 、
前 記 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 お よ び 前 記 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 従 っ て 前 記 デ ー タ を 出
力 す る デ ー タ 制 御 ユ ニ ッ ト と よ り な る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置

前 記 遅 延 回 路 は 、 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 の 位 相 に 対 し 、 Nを ゼ ロ で な い 整 数 と し て 、 N周 期
ず れ た 位 相 の 信 号 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 記 憶 装 置

前 記 遅 延 回 路 は 、 供 給 さ れ た 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 の 位 相 を 、 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を ｎ
を 自 然 数 と し て 、 ２ ｎ 周 期 遅 延 さ せ る こ と に よ り 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 半 導 体 記 憶 装 置

さ ら に 、 前 記 第 １ の 分 周 器 と 前 記 第 ２ の 分 周 器 と を 同 時 に 起 動 さ せ る リ セ ッ ト 回 路 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 記 憶 装 置

前 記 リ セ ッ ト 回 路 は 、 前 記 第 １ の 分 周 器 と 前 記 第 ２ の 分 周 器 と を 、 電 源 供 給 に 応 じ て 起 動
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 半 導 体 記 憶 装 置

前 記 リ セ ッ ト 回 路 は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る コ マ ン ド に よ り 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ 記 載 の 半 導 体 記 憶 装 置

供 給 さ れ る 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を バ ッ フ ァ す る ク ロ ッ ク バ ッ フ ァ と 、 供 給 さ れ る デ ー タ 制 御
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信 号 に よ り 所 定 の デ ー タ を 出 力 す る デ ー タ 制 御 ユ ニ ッ ト と を 備 え 、 前 記 デ ー タ を 前 記 外 部
ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 半 導 体 記 憶 装 置 で あ っ て 、
前 記 ク ロ ッ ク バ ッ フ ァ に よ り 形 成 さ れ た 信 号 を 遅 延 さ せ る 遅 延 回 路 と 、
前 記 ク ロ ッ ク バ ッ フ ァ に よ り 発 生 さ れ た 前 記 信 号 を 分 周 し 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 形 成
す る 第 １ の 分 周 器 と 、
前 記 遅 延 回 路 か ら 供 給 さ れ た 信 号 を 分 周 し て 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 形 成 す る 第 ２ の 分
周 器 と 、
前 記 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 と 前 記 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 従 っ て 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を
発 生 さ せ る 出 力 制 御 ユ ニ ッ ト と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置

上 記 の 目 的 は 、 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て デ ー タ を 出 力 す る 半 導 体 記 憶 装 置 で あ っ て 、
供 給 さ れ た 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 分 周 し 、 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 発 生 さ せ る 第 １ の
分 周 器 と 、 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 遅 延 さ せ る 遅 延 回 路 と 、 前 記 遅 延 回 路 か ら 供 給 さ れ た
信 号 を 分 周 し 、 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 発 生 さ せ る 第 ２ の 分 周 器 と 、 前 記 第 １ の 内 部 ク
ロ ッ ク 信 号 お よ び 前 記 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 従 っ て 前 記 デ ー タ を 出 力 す る デ ー タ 制 御
ユ ニ ッ ト と よ り な る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 を 提 供 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 が 高 く な る 場 合 に お い て も 、 内 部 動
作 周 波 数 を 低 減 す る こ と に よ り 、 デ ー タ 制 御 ユ ニ ッ ト か ら 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し た デ
ー タ の 出 力 を 実 現 で き る と 共 に 、 遅 延 手 段 に 入 力 さ れ る 信 号 の 数 を 低 減 す る こ と が で き る
。

こ こ で 前 記 遅 延 回 路 は 、 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 の 位 相 に 対 し 、 Nを ゼ ロ で な い 整 数 と し て
、 N周 期 ず れ た 位 相 の 信 号 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 一
の 分 周 器 と 第 二 の 分 周 器 の 同 期 を と る こ と が で き る 。 ま た 前 記 遅 延 回 路 は 、 供 給 さ れ た 前
記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 の 位 相 を 、 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を ｎ を 自 然 数 と し て 、 ２ ｎ 周 期 遅 延
さ せ る こ と に よ り 調 整 す る こ と に よ り 、 容 易 に 第 一 の 分 周 器 と 第 二 の 分 周 器 の 同 期 を と る
こ と が で き る 。

ま た 、 前 記 第 １ の 分 周 器 と 前 記 第 ２ の 分 周 器 と を 同 時 に 起 動 さ せ る リ セ ッ ト 回 路 を 含 む よ
う に 構 成 す る こ と も で き る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 一 の 分 周 器 と 第 二 の 分 周 器 の 動
作 を 保 証 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 よ り 具 体 的 に は 、 第 一 の 分 周 器 と 第 二 の 分 周 器 と を
電 源 投 入 時 に 起 動 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 一 の 分 周 器
と 第 二 の 分 周 器 の 動 作 を よ り 確 実 に 保 証 す る こ と が で き る 。 ま た 、 外 部 か ら 供 給 す る コ マ
ン ド に よ り リ セ ッ ト 回 路 を 制 御 す る こ と と す れ ば 、 第 一 の 分 周 器 と 第 二 の 分 周 器 の 動 作 に
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お け る 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。

ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 供 給 さ れ る 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を バ ッ フ ァ す る ク ロ ッ ク バ ッ フ ァ と
、 供 給 さ れ る デ ー タ 制 御 信 号 に よ り 所 定 の デ ー タ を 出 力 す る デ ー タ 制 御 ユ ニ ッ ト と を 備 え
、 前 記 デ ー タ を 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 半 導 体 記 憶 装 置 で あ っ て 、 前 記
ク ロ ッ ク バ ッ フ ァ に よ り 形 成 さ れ た 信 号 を 遅 延 さ せ る 遅 延 回 路 と 、 前 記 ク ロ ッ ク バ ッ フ ァ
に よ り 発 生 さ れ た 前 記 信 号 を 分 周 し 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 形 成 す る 第 １ の 分 周 器 と 、
前 記 遅 延 回 路 か ら 供 給 さ れ た 信 号 を 分 周 し て 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 形 成 す る 第 ２ の 分
周 器 と 、 前 記 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 と 前 記 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 従 っ て 前 記 ク ロ ッ
ク 信 号 を 発 生 さ せ る 出 力 制 御 ユ ニ ッ ト と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 を 提 供
す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 が 高 く
な る 場 合 に お い て も 、 周 波 数 が 低 減 さ れ た 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 及 び 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ
ク 信 号 に 応 じ て 生 成 さ れ る デ ー タ 出 力 制 御 信 号 に よ り 、 デ ー タ 制 御 ユ ニ ッ ト か ら の 外 部 ク
ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し た デ ー タ 出 力 を 実 現 で き る と 共 に 、 遅 延 回 路 に 入 力 さ れ る 信 号 の 数 を
低 減 す る こ と が で き る 。

上 述 の 如 く 、 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て デ ー タ を 出 力 す る 半 導 体 記 憶 装 置 で あ っ て 、 供
給 さ れ た 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 分 周 し 、 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 発 生 さ せ る 第 １ の 分
周 器 と 、 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 遅 延 さ せ る 遅 延 回 路 と 、 前 記 遅 延 回 路 か ら 供 給 さ れ た 信
号 を 分 周 し 、 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 発 生 さ せ る 第 ２ の 分 周 器 と 、 前 記 第 １ の 内 部 ク ロ
ッ ク 信 号 お よ び 前 記 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 従 っ て 前 記 デ ー タ を 出 力 す る デ ー タ 制 御 ユ
ニ ッ ト と よ り な る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 に よ れ ば 、 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数
が 高 く な る 場 合 に お い て も 、 内 部 動 作 周 波 数 を 低 減 す る こ と に よ り 、 デ ー タ 制 御 ユ ニ ッ ト
か ら の 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し た デ ー タ 出 力 を 実 現 で き る と 共 に 、 遅 延 回 路 に 入 力 さ れ
る 信 号 の 数 を 低 減 す る こ と が で き る た め 、 遅 延 回 路 の 回 路 規 模 を 低 減 す る こ と に よ り 半 導
体 記 憶 装 置 の 回 路 規 模 及 び 消 費 電 流 を 低 減 し 、 か つ 回 路 製 造 上 に お け る 遅 延 回 路 の 精 度 を
高 め て 動 作 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る

こ こ で 前 記 遅 延 回 路 は 、 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 の 位 相 に 対 し 、 Nを ゼ ロ で な い 整 数 と し て
、 N周 期 ず れ た 位 相 の 信 号 を 供 給 す る よ う に 構 成 す れ ば 、 第 一 の 分 周 器 と 第 二 の 分 周 器 の
同 期 を と る こ と が で き る た め 、 層 だ の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 前 記 遅 延 回 路 は
、 供 給 さ れ た 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 の 位 相 を 、 前 記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を ｎ を 自 然 数 と し て
、 ２ ｎ 周 期 遅 延 さ せ る こ と に よ り 調 整 す る こ と に よ り 、 容 易 に 第 一 の 分 周 器 と 第 二 の 分 周
器 の 同 期 を と る こ と が で き る た め 、 動 作 の 信 頼 性 を 確 実 に 得 る こ と が で き る 。
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(4) JP 2001-283589 A5 2004.12.2

ま た 、 前 記 第 １ の 分 周 器 と 前 記 第 ２ の 分 周 器 と を 同 時 に 起 動 さ せ る リ セ ッ ト 回 路 を 含 む よ
う に 構 成 す る こ と に よ り 、 第 一 の 分 周 器 と 第 二 の 分 周 器 の 動 作 を 保 証 す る こ と が で き 、 半
導 体 記 憶 装 置 の 動 作 の 信 頼 性 を 担 保 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 よ り 具 体 的 に は 、 第 一 の
分 周 器 と 第 二 の 分 周 器 と を 電 源 投 入 時 に 起 動 さ せ る こ と に よ り 、 第 一 の 分 周 器 と 第 二 の 分
周 器 の 動 作 を よ り 確 実 に 保 証 す る こ と が で き る 。

ま た 、 外 部 か ら 供 給 す る コ マ ン ド に よ り リ セ ッ ト 回 路 を 制 御 す る こ と と す れ ば 、 第 一 の 分
周 器 と 第 二 の 分 周 器 の 動 作 に お け る 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る た め 、 汎 用 性 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。

ま た 、 供 給 さ れ る 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 を バ ッ フ ァ す る ク ロ ッ ク バ ッ フ ァ と 、 供 給 さ れ る デ ー
タ 制 御 信 号 に よ り 所 定 の デ ー タ を 出 力 す る デ ー タ 制 御 ユ ニ ッ ト と を 備 え 、 前 記 デ ー タ を 前
記 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 出 力 す る 半 導 体 記 憶 装 置 で あ っ て 、 前 記 ク ロ ッ ク バ ッ フ ァ
に よ り 形 成 さ れ た 信 号 を 遅 延 さ せ る 遅 延 回 路 と 、 前 記 ク ロ ッ ク バ ッ フ ァ に よ り 発 生 さ れ た
前 記 信 号 を 分 周 し 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 形 成 す る 第 １ の 分 周 器 と 、 前 記 遅 延 回 路 か ら
供 給 さ れ た 信 号 を 分 周 し て 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 形 成 す る 第 ２ の 分 周 器 と 、 前 記 第 １
の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 と 前 記 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 従 っ て 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を 発 生 さ せ
る 出 力 制 御 ユ ニ ッ ト と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 に よ れ ば 、 外 部 ク ロ ッ ク
信 号 の 周 波 数 が 高 く な る 場 合 に お い て も 、 周 波 数 が 低 減 さ れ た 第 １ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 及
び 第 ２ の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 応 じ て 生 成 さ れ る デ ー タ 出 力 制 御 信 号 に よ り 、 デ ー タ 制 御 ユ
ニ ッ ト か ら の 外 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し た デ ー タ 出 力 を 実 現 で き る と 共 に 、 遅 延 回 路 に 入
力 さ れ る 信 号 の 数 を 低 減 す る こ と が で き る た め 、 遅 延 手 段 の 回 路 規 模 を 低 減 す る こ と に よ
り 半 導 体 記 憶 装 置 の 回 路 規 模 及 び 消 費 電 流 を 低 減 し 、 か つ 回 路 製 造 上 に お け る 遅 延 手 段 の
精 度 を 高 め て 動 作 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。
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